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イ
ン
バ
ウ
ン
ド
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
―

来
島
さ
れ
る
外
国
人
観
光
客
数
は
？

　
　

令
和
５
年
１
～
10
月
ま
で
の
延
べ
宿

泊
者
数
は
約
３
千
人
。
コ
ロ
ナ
禍
前
の
平

成
31
年
は
約
４
５
０
０
人
。

　
　

観
光
庁
の
高
付
加
価
値
な
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
観
光
地
づ
く
り
事
業
ー
モ
デ
ル
観
光

地
11
エ
リ
ア
に
島
原
半
島
も
選
定
さ
れ
て

お
り
、
半
島
で
協
力
し
予
算
獲
得
に
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
。

　
　

島
原
ら
し
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
外
国
人

に
ヒ
ッ
ト
す
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
明
確

に
す
る
た
め
、
指
摘
の
事
業
メ
ニ
ュ
ー
か

ら
国
に
支
援
し
て
も
ら
え
な
い
か
プ
レ
ゼ

ン
を
含
め
申
し
込
み
た
い
。

　
　

市
職
員
数
―
行
革
大
綱
の
適
正
規
模

３
６
８
人
に
対
し
て
現
在
３
５
２
人
で
16

人
の
不
足
だ
が
、
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

　
　

市
条
例
定
数
は
４
５
０
人
。
業
務

も
増
え
て
お
り
、
人
材
確
保
の
必
要
か
ら

３
６
８
人
ま
で
回
復
を
目
指
し
て
い
る
。

　
　

早
期
退
職
の
理
由
ー
分
析
、
調
査
、

聞
き
取
り
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　

近
年
の
早
期
退
職
の
理
由
は
、
転
職

等
の
自
己
都
合
や
家
庭
の
事
情
等
が
主
な

も
の
。
面
談
し
て
状
況
を
確
認
し
て
い
る
。

　
　

①
自
己
申
告
は
希
望
を
聞
き
入
れ
て

い
る
か
。

②
ア
イ
デ
ア
募
集
の
状
況
ー
採
用
さ
れ
る

と
本
人
が
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

言
い
出
せ
な
い
。
手
分
け
し
た
り
、
評
価

を
上
げ
る
取
組
が
必
要
だ
と
思
う
が
？

　
　

①
毎
年
、
自
己
申
告
書
を
提
出
さ
せ

て
い
る
。
配
置
に
つ
い
て
は
本
人
の
希
望
、

在
籍
年
数
な
ど
を
考
慮
し
て
い
る
。
今
後

も
本
人
の
能
力
が
十
分
発
揮
で
き
る
よ
う

適
材
適
所
の
配
置
に
努
め
た
い
。

②
平
成
14
年
度
か
ら
職
員
政
策
提
案
を
実

施
。
実
績
を
上
げ
た
職
員
に
は
何
か
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
を
つ
け
て
あ
げ
れ
ば
、
や
り

が
い
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

　
　

①
た
し
ろ
号
は
福
祉
の
観
点
か
、
公

共
交
通
機
関
の
代
替
手
段
か
。

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
雲
仙
市
や
南
島

原
市
と
連
携
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

①
福
祉
だ
け
の
た
め
に
と
区
切
る
こ

と
は
非
常
に
難
し
い
。

②
制
度
の
違
い
が
あ
り
、
市
域
を
ま
た
い

で
の
連
携
に
は
ま
だ
課
題
が
あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◇
島
原
鉄
道
の
現
状
に
つ
い
て
、
利
用
者

　

や
観
光
振
興
へ
の
影
響
は
？

◇
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

　
　

近
年
の
利
用
者
収
入
や
年
間
維
持
費

は
ど
れ
く
ら
い
か
か
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

宿
泊
者
は
直
近
10
年
で
は
平
成
29
年

度
の
２
７
８
４
人
が
最
多
。
コ
ロ
ナ
禍
前

５
年
間
の
平
均
宿
泊
数
は
約
２
５
０
０

人
。
コ
ロ
ナ
禍
前
の
収
入
は
年
間
３
０
０

万
円
だ
っ
た
が
、
令
和
２
年
度
60
万
円
、

３
年
度
83
万
円
、
４
年
度
は
回
復
傾
向
で

２
０
６
万
円
だ
が
、
維
持
費
は
年
間
ト
ー

タ
ル
で
約
１
５
０
０
万
円
か
か
っ
て
い

る
。

　
　

今
後
の
施
設
の
利
活
用
・
拡
充
に
向

け
て
付
加
価
値
を
付
け
て
人
を
呼
び
込
む

手
法
へ
転
換
す
べ
き
と
思
う
が
。

　
　

本
年
度
か
ら
開
設
し
た
キ
ャ
ン
プ
場

は
好
評
で
あ
る
。
企
業
に
よ
る
活
用
も
進

め
て
い
き
た
い
。

　
　

更
に
も
っ
と
賑
わ
い
の
あ
る
場
所
へ

変
え
る
検
討
を
す
べ
き
。
市
内
学
校
の
利

用
や
光
回
線
の
活
用
や
自
然
を
生
か
し
た

ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
（
ス
ケ
ボ
ー
・
自
転

車
・
モ
ト
ク
ロ
ス
な
ど
）
の
場
所
と
し
て

の
活
用
は
ど
う
か
。

　
　

都
会
か
ら
見
る
と
自
然
を
感
じ
ら
れ

る
場
所
な
の
で
、
魅
力
あ
る
施
設
へ
民

間
が
ど
の
よ
う
な
絵
を
描
け
る
か
、
周
辺

を
含
め
基
本
的
な
検
討
を
し
て
い
い
の
で

は
。
指
定
管
理
、
民
間
活
力
を
考
え
る
中

で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
事
業
を
や
る
時
は

ト
イ
レ
や
外
壁
の
改
修
が
必
要
。

　
　

島
原
市
の
公
用
車
の
所
有
、
入
替
え

状
況
に
つ
い
て
。

　
　

公
用
車
は
１
５
６
台
。
車
両
の
平
均

使
用
年
数
は
14
・
１
年
。
車
両
の
入
替
え

は
使
用
年
数
や
走
行
距
離
、
併
せ
て
車
両

の
状
況
を
見
な
が
ら
、
各
部
署
で
行
っ
て

い
る
。

　
　

島
原
市
も
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣

言
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、
毎
年
の
車
両

入
替
え
時
に
は
、
せ
め
て
１
、
２
台
は
Ｅ

Ｖ
車
を
導
入
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

脱
炭
素
化
社
会
実
現
へ
、
公
用
車
へ

の
Ｅ
Ｖ
車
導
入
も
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　

　
　

夜
の
散
策
、
誘
客
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

が
必
須
だ
が
、
本
市
は
ど
ん
な
計
画
か
。

　
　

天
守
閣
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ

ピ
ン
グ
や
天
守
閣
周
辺
の
樹
木
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
も
計
画
。

　
　

市
民
参
加
の
作
る
イ
ベ
ン
ト
、「
４

０
０
本
の
竹
灯
龍
プ
ロ
シ
ェ
ク
ト
」
は
ど

う
か
。

　
　

夢
の
あ
る
話
。
市
民
に
ど
う
楽
し
ん

で
も
ら
う
か
、
思
い
出
を
ど
う
つ
く
る
か

を
中
心
に
考
え
て
み
た
い
。
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ボ
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ま
ず
は
公
用
車
入
替
え
時
、
数
台

 

で
も
Ｅ
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車
（
電
気
自
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べ
き
で
は
な
い
か
？
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原
城
築
城
４
０
０
年
記
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事
業

 

を
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民
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参
加
で
盛
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上
げ
よ
う
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